
(7) 郵便事 (イ) 荷物事 (劫 3 等客のみを扱う 列車におい

ては 3 等車の半数+食堂事+3等車 (功 2 ・ 3等客のみを取扱

う列車においては 2 等寝台車+2 等11ï +食堂事+3 空事事 (オ)

1 ・ 2 等旅客のみを取扱う子Ij耶の場合は u事寝台車+1 等1fï+食

堂事+2 等1fï +2 等寝台車仇) 各等旅客を取扱う列車の場合

は l 等寝台車+1 等車+2 等寝台車+2 等ヰ工+食堂J11 + 3 等率。

付属編成または咋l結I拡が郵便111 ま たは荷物事なるときは本絹成

の基準駅寄りに， その他の客車なるときは反対側に連結するも

のと す る.

基準駅←| 郵便11ï または荷物車 )+[亙司

法準駅←巨量日+1 付属編成客車 |
この よ うに旅客列車の編成がきめられている関係上燥車場内

の設備，線路の配置等もこれに適応するよ うにしなければなら

ない。

主要幹線編成基準駅の例

線 名 基撃駅名 線 名 基準駅名

東海 道 本線 神 戸 奥 羽本線 摘 品

山陽本線 下 l問 上 越 線 iI'li 崎

中央本線 新 宿 信越本線 高 崎

山除木線 下 ~)自 予讃 本 線 高 松

関西本線 名古 屋 鹿児 Ab 本 線 鹿児島

東北木線 上 盟f 函館 本 線 函 町i

'ftô;サヨ 主主 線 日革手足 日坐本線 鹿児島

3 繰11U坊の配線 操車場内において列車が到着してから出

発するまでには，どのくらい滞泊 ・ 留配するかというとだし、た

いっき「のようである。 すなわち迷行列車の場合は 10- 1 2 時間，

近行列車の場合は 6- 8 時間くらいが普通である。 これは迷行

列車は一般に毎回大掃除をするものが多く ， また入場後翌日出

発すべき性絡のものが多いため，一般に滞留時間は長い。これ

にくらべて近行列車は 1 日 の巡行距総が短 く ， 当日中に折返し

迎行をする性質のものが多いために， 一般に滞留時聞は短いわ

けである。また客車の滞泊本数もその操車場においては時間的

に大きな変化があり，最大滞泊列車数は平均滞泊列車数のだい

たL 、1.2- 1. 5 倍程度である。このため操車場における線路の有

効:畏は平均約泊列車数を基礎にして決定はされるが，能力とし

ては列車の最大部泊l時においても ， これを収容できるものでな

くてはならない。 tN~1fï場の全休の能力は上述のようにして決定

されるけれども ， 答: 111操車場の各1洋線がそれぞれ同じよ うな効

率で働くことは実際の姿としてはなかなか困難なことで，それ

そ'れの群総の使用状況，列車消~ì自の状態によって， それぞれの

線群の能力を決定しなければならない。 各君干線のだいたいの容

也昔Iï泊1時間はつぎのようなものである。

(1) 到務総 所主主総数は到Xî 列車の時隔と到着線内の作業

時間により左右される。そして至1)活列車の時隔は関係駅(操車

場に回送される列車の終端駅)の作業に左右されるがだいたい

関係駅への到着時隔と同じである。 すなわちたとえば関係駅

と級車場との聞の回送線が復似の場合は，巡転l侍隔はだいたい

4-5 分で 1 1時間 12- 15 本の列車が到話することになる。到iff

総における作業は到着検査がそのおもなものであって，これに

要する H寺間はだいたい 10-20 分程度である。 したがって 15-

20 分の到活留置を必袈とすることになるから . 1 本の到着線で

1 11寺 l間に扱う列車本数は 3-5 本ということになる。国鉄にお

ける主主E操JI工場である品川 ・ 尾久操車場においては到着線一本

でだいたい 1 日 6-12 本 く らい扱っている。

き e くし 々 そ

(2) 組 替紋列車が l 巡行を終えてつぎの巡行に移る場合，

平岡の編成を変更する場合がしばしばあるが， この作業を1'fう

線群は組替紋で， 普通は操車腸内に 1 ~1) Jlï長より短い線 5-6

本を1 群線とした場合が多い。この線路のRI日11時間は営通 2-5

1時間 く らいが多い。

(3) 洗じよう 線 答Jli様車場に入場する斉I) Jliはほとんど入場

のつど洗じようを行う。ただ近行列車の中には小掃除のみを1'f

う場合もある。

洗じ よう線の所

~数は洗じよう

所袈時間と 1 日

の洗じよう作業

時間によ って決

定される。洗じ

よう所要時聞は

大柿除に裂する

時間が 1 - 21時

!日J.小掃除に嬰

する i時間は 30

分くらいが普通

である。 また 1

日の洗じよう作

業時聞は近行列 2 客車洗じよう線使用状況

111を多く 扱 っている繰車場では昼間の 12 時|甘1. 遠行列車を多

く扱っている機事泌では 1 8 時間を基準として考えられる。し

たがってだいたいの僚準としては洗じよう線 l 木で 1 日 5- 6 列

車を扱うこと にな る。しかも洗じよう線の有効長としては一般

に本編成を基準とし，燥大連結I巨数により決定されること多が

い。

(4) 消毒線 これは客操の容量に直接関係する施設ではな

いが， 客車および車内 ・ 寝具等を消若手するための線路で，主要

操11工場においては必~なものである。

(5) 仕立検査線答率の仕立検査は必要に応じ 30 日以内に

車両の偏僑(へんい) . 空気管，連結器の状態等を検査し，この

矧i問中故障のないようにするもので，以上のほかに修繕線に回

すほどでない小修繕 ・ 蓄電池の充電な どを行う。仕立検査に皇室

する時聞は修絡箇所の程度いかんによって一概にはいえないが，

Tごいたい 2- 3 1時 !日!とみて仕立検査の能力は 1 日 6 個列車とみ

eられる。

(6) 修繕線 検事の結果大修絡を必要とするものは関係箇

所に回送することになるが，比較的小規伎な修繕事は客機内に

おいて修繕を行わないと客車の迷周が阻害されるので， 修繕線

を設けて修理するわけである。 1 回の修緩時間も 2-3 時間程

度である。

(7) 留置 線留位線は客車 tN~車場内の所嬰線数の中から

到着 ・ 洗じよう ・ 出発等の線路を除いた車両の留置のための線

路で， 一般に留置時間は長い。

(8) 予備車線 付属編成に必要な車両および修繕の代用平等

を留位する線路であって， 春秩の好季節または年末年始には臨

時列車，あるいは鳩給率のための出入作業が多いが，日常作業

は比較的少ないから他の重要群線の余剰空地を利用して設ける。

予備I車線は他の群線と異なり列車長を単位として設ける必要は

なく，車両長を単位として収容できるものであればよ い。

(9) 出発総客車tN~車場内において諸種の作業を施して，

整備された列車を収容して出発時刻ま で待合わす線が出発線で

あり，ここでは出発検査を受け冬期においては列車の予熱を行
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